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巻◆頭◆言

８月３日の内閣改造までの２カ月、それまでは長期にわ

たり安定的に高いレベルを維持した安倍内閣の支持率が急

速に下がった。原因は政府のガバナンス欠如による国民か

らの信頼低下だ。

第２次安倍内閣が発足した翌年の2013年、「日本再興戦

略」が発表された。その中で、コーポレートガバナンスの強

化による企業の持続的価値の向上が、重要な政策として提

言された。その後、スチュワードシップ・コード、コーポ

レートガバナンス・コードが制定され、企業はステークホ

ルダーとの対話で、透明性、情報開示、公平性、説明責任

を高めてきた。

株主や機関投資家に対しては、これまでもSR活動やIR活

動を通じて、長期戦略を議論し、企業価値向上を図る努力

を行ってきた。社内体制においても、複数の社外取締役の

導入やコンプライアンスの強化も進み、制度的には前進した。

しかし、企業会計に関する不祥事は今でも発生している。制

度やルールが整備されて、形式的にはこれらが整ったとし

ても、経営者の倫理観が欠如すれば不祥事は起こるのだ。

このように、まだ十分とは言えないものの、企業のガバ

ナンスはこの数年、一定の進歩が見られ、成果も出ている。

しかし一方で、政治のガバナンスは政権の長期化に伴って

悪化しつつあるように思われる。政治の最大のステークホ

ルダーである国民との対話で、透明性、情報開示、公平性、

説明責任は十分に果たされているだろうか。国家の基本計

画の目標達成について十分な評価、分析がなされているだ

ろうか。いずれも否と言わざるを得ない。

例を挙げれば、2013年に策定された「日本再興戦略」と「経

済財政運営と改革の基本方針」で掲げた、財政健全化に向

けての「2020年度までのプライマリーバランスの黒字化」「税

と社会保障の一体改革」「名目GDP成長率3％、実質GDP成

長率２％達成」「ビジネス環境ランキングで３位以内に入る」

などの重要政策は多いが、たとえこれらの達成が危ぶまれ

るとしても、そのプロセスに対しての正しい評価と正確な

分析がなければ、次の政策につながらないと思慮される。

８月３日の内閣改造を終え、安倍首相は現在の支持率低

下を反省し、国民の信頼を回復するために、実績を積み重

ねる必要性を述べた。政治のガバナンスを見直し、倫理観

を持って重要政策を実行することが新内閣の責務であろう。
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今月の表紙：シリーズ世界の花
【キンモクセイ】
中国原産の常緑性樹木。秋に芳香の強いオレンジ色
の小さな花をたくさん咲かせます。中国では一般に
桂花と呼ばれ、花は桂花陳酒の材料になります。

8・9
No.801 

August,September 2017

経済同友


